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被爆二世における染色体異常 

異常の起源

染色体異常を持った子供の数
（割合）

対照群（7,976人） 被ばく群（8,322人）
平均線量は0.6グレイ

両親のどちらかに由来 15
（0.19％）

10
（0.12％）

新たに生じた例 １
（0.01％）

１
（0.01％）

不明（両親の検査ができなかった） ９
（0.11％）

７
（0.08％）

合 計 25
（0.31％）

18
（0.22％）

原爆被爆者の子供における安定型染色体異常

出典：放射線影響研究所ウェブサイト「被爆者の子供における染色体異常（1967－1985年の調査）」 
（http://www.rerf.or.jp/radefx/genetics/chromeab.html）
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